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「
千
歳
川
河
川
整
備
計
画
」

に
基
づ
き
進
め
ら
れ
て
き
た
、

千
歳
川
遊
水
地
群
が
本
年
度
か

ら
供
用
開
始
と
な
り
、
大
雨
に

よ
る
浸
水
害
の
発
生
防
止
が
図

ら
れ
る
こ
と
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
千
歳
川
水
系
各
河
川

治
水
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、

堤
防
の
強
化
、
河
道
掘
削
や
河

川
改
修
な
ど
、
多
く
の
事
業
が

計
画
、
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
防
衛
施
設
周
辺
整

備
事
業
で
は
、
本
年
度
よ
り
富

士
戸
枝
川
の
改
修
工
事
を
新
た

に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
基
地

関
連
施
設
機
能
診
断
の
結
果
を

基
に
、
既
存
施
設
の
改
修
に
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
間
交
流
や
物
流
の
活
性

化
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
「
道
央

圏
連
絡
道
路
」
の
う
ち
、
泉
郷

道
路
が
本
年
３
月
７
日
に
開
通

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
長

沼
南
幌
道
路
は
、
現
在
、
用
地

買
収
や
改
良
工
事
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
引
き
続
き
早
期
整
備

に
向
け
、
関
係
機
関
に
強
く
要

請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
道
で
は
、
本
年
度
よ
り
東

９
線
道
路
を
新
規
着
工
し
、
本

年
度
完
成
予
定
の
北
１
条
西
線

外
１
街
路
、
栄
町
西
２
丁
目
線

街
路
の
改
良
工
事
を
実
施
す
る

ほ
か
、
老
朽
化
し
た
町
道
の
舗

装
補
修
な
ど
生
活
道
路
の
整
備

を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。



3

　

道
都
札
幌
市
や
空
の
玄
関
口

で
あ
る
千
歳
市
と
も
近
接
し
て

い
る
本
町
の
地
理
的
優
位
性

と
、
緑
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ

た
農
村
景
観
の
魅
力
を
一
定
期

間
体
験
で
き
る
「
お
試
し
暮
ら

し
体
験
住
宅
」
を
活
用
し
、
移

住
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
、「
空
き
家
・
空
き
地
バ

ン
ク
制
度
」
の
普
及
啓
発
を
図

り
、
対
象
と
な
る
建
物
や
土
地

の
情
報
収
集
に
努
め
、
移
住
希

望
者
と
地
域
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
の
活
用
及
び

解
体
に
対
す
る
支
援
制
度
と
個

人
住
宅
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
を
継
続
し
、
安
全
で
快

適
な
住
環
境
の
整
備
と
老
朽
空

き
家
の
解
消
を
促
進
す
る
ほ

か
、
民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
助

成
に
つ
い
て
も
継
続
し
、
定
住

促
進
と
家
賃
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
公

営
住
宅
の
建
替
事
業
を
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

長
沼
町
公
園
施
設
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
き
、
都
市
公
園
施

設
の
適
切
な
修
繕
、
改
築
を
引

き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
も
取
り
組
ん
で
い

る
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
（
リ

デ
ュ
ー
ス
）、
再
使
用
（
リ
ユ
ー

ス
）、再
生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

の
３
Ｒ
に
、
ご
み
に
な
る
も
の

を
断
る
（
リ
フ
ュ
ー
ズ
）、
も

の
を
修
理
し
て
使
う
（
リ
ペ
ア
）

を
加
え
た
５
Ｒ
と
適
正
処
理
の

取
り
組
み
を
推
進
し
、
ご
み
の

減
量
化
と
資
源
化
の
促
進
の
た

め
、
南
空
知
公
衆
衛
生
組
合
が

行
っ
て
い
る
「
資
源
回
収
奨
励

金
交
付
事
業
」
に
つ
い
て
、
町

民
皆
様
と
協
働
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
に
よ
る
焼
却
施

設
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
に
お
い

て
、
千
歳
市
根
志
越
地
区
を
建

　

町
民
皆
様
と
共
に
交
通
安
全

運
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
、
昨
年
、
町

内
で
は
１
件
の
交
通
死
亡
事
故

が
発
生
し
、
１
名
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
に
お
い

て
も
悲
惨
な
交
通
事
故
を
無

く
す
た
め
、
地
域
、
関
係
機

関
、
団
体
等
と
の
協
力
連
携
を

深
め
な
が
ら
、
更
な
る
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る

事
故
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
ま
い

り
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
な
ど
町
民
が
悪
質

な
消
費
者
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
「
南
空
知
消
費
生
活
相
談
室
」

を
中
心
と
し
た
消
費
者
の
立
場

に
立
っ
た
相
談
や
、
広
報
誌
な

ど
に
よ
る
的
確
な
情
報
提
供
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
対
策
で
は
、
道
道
札
幌

夕
張
線
と
道
道
恵
庭
栗
山
線
の

交
差
点
エ
リ
ア
を
撮
影
す
る
防

犯
カ
メ
ラ
を
新
た
に
設
置
す
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
関
係
団

体
と
連
携
し
、
啓
発
活
動
や
環

境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
街
路
灯
は
、
長
寿
命

で
消
費
電
力
が
少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
へ
計
画
的
に
更
新
し
、
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
衛
施
設
周
辺
整
備

事
業
と
し
て
、
富
士
戸
北
線
道

路
の
整
備
を
引
き
続
き
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
道
橋
の
老
朽
化

対
策
に
つ
い
て
も
定
期
的
な
点

検
を
実
施
し
、
適
切
な
補
修
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

設
地
と
し
、
本
年
度
は
、
実
施

設
計
及
び
本
工
事
が
着
工
予
定

で
あ
り
ま
す
。

　

し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
の
処

理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
広
島

市
へ
の
委
託
に
よ
り
処
理
を

行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
円
滑

に
処
理
が
行
え
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

「
第
３
次
障
が
い
者
基
本
計
画
」

及
び
「
第
５
期
障
が
い
福
祉
計

画
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
の
あ

る
方
々
が
安
心
し
て
地
域
に
溶

け
込
み
、
自
立
し
た
日
常
生
活

や
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も

に
、
来
年
度
か
ら
令
和
５
年
度

ま
で
の
「
第
６
期
障
が
い
福
祉

計
画
」
を
策
定
し
、
更
な
る
事

業
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
が
都
道
府
県

化
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
事
業

の
安
定
的
か
つ
効
率
的
な
運
営

が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
特
定
健
康
診
査
事
業
等
を
積

極
的
に
実
施
す
る
ほ
か
、
保
健

指
導
に
よ
る
疾
病
予
防
や
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
を
促

進
し
、
医
療
費
の
適
正
化
や
保

険
料
の
平
準
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
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昨
年
度
、
第
３
期
長
沼
町
生

涯
学
習
推
進
計
画
の
策
定
に
向

け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

本
年
度
は
そ
の
調
査
結
果
と
平

成
30
年
度
に
実
施
し
た
事
業
評

価
に
基
づ
き
、
時
代
の
変
化
に

対
応
し
た
第
３
期
長
沼
町
生
涯

学
習
推
進
計
画
を
策
定
し
、
町

民
の
生
涯
学
習
活
動
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
確
か
な
学
力
」、「
豊
か
な

心
」と「
健
や
か
な
体
」を
育
み
、

「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
ら

れ
る
よ
う
、
小
中
学
校
が
９
年

間
を
通
じ
た
教
育
課
程
を
編
成

し
系
統
的
な
教
育
を
行
う
小
中

一
貫
教
育
の
導
入
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
で
は
、
厳
し
い
衛

生
管
理
に
基
づ
き
、
安
全
で
安

心
な
給
食
の
提
供
に
努
め
る
と

と
も
に
、
生
産
者
団
体
等
と
連

携
し
た
、
地
元
食
材
の
地
産
地

消
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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以
上
、
令
和
２
年
度
に
お
け

る
、
私
の
町
政
執
行
に
関
す
る

所
信
と
基
本
的
な
方
針
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
引
き

続
き
行
財
政
の
簡
素
化
、
効
率

化
を
図
る
と
と
も
に
透
明
性
、

自
浄
性
を
確
保
し
、
自
ら
の
行

政
能
力
の
向
上
に
努
め
、
住
民

福
祉
の
向
上
の
た
め
に
責
任
あ

る
行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

私
は
、
町
民
皆
様
と
共
に
英

知
を
結
集
し
な
が
ら
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
誰

も
が
「
来
て
み
た
い
、
住
ん
で

み
た
い
、
住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
思
う
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の

た
め
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
議
会
議
員
各

位
を
は
じ
め
町
民
皆
様
の
よ
り

一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
、
施
政
方
針
と
し
ま
す
。



8



9

Ａ
Ｌ
Ｔ



10



11



12



13

項　目 金　額　（予算額） 増減率 予算上の区分（性質別）
食費 117 万円（11 億 7,277 万 7 千円） 2.7％ 人件費

医療費・学費 60 万円（5億 9,610 万 3 千円） ▲ 3.8％ 扶助費（障害者医療給付費、児童手当など）
光熱水費、税金、町内会費など 220 万円（22 億 14 万 6千円） 1.7％ 物件費・補助費等（施設管理費、各種補助金など）
子どもへの仕送り、保険料など 181 万円（18 億 1,503 万 3 千円） 6.3％ 繰出金・分賦金（国保、病院、消防など）
家のリフォーム 151 万円（15 億 940 万 9千円） 3.0％ 普通建設事業費（道路整備、河川改修など）
貯金の積立 1 万円（1,094 万 2 千円） 17.9％ 積立金
ローンの返済 90 万円（8億 9,759 万円） 0.3％ 公債費（町債の元金と利息の償還）
合　計 820 万円（82億 200 万円） 2.5％

項　目 金　額　（予算額） 増減率 予算上の区分
給与収入 451 万円（45 億 1,308 万 1 千円） 1.8％
基本給 121 万円（12 億 1,457 万 8 千円） 0.8％ 町税
手当 330 万円（32 億 9,850 万 3 千円） 2.1％ 地方交付税、地方譲与税など

パート収入 39 万円（3億 8,895 万 5 千円） ▲ 6.4％ 使用料及び手数料、諸収入など
親からの援助 178 万円（17 億 7,837 万 4 千円） 12.5％ 国庫支出金、道支出金
貯金の取崩 64 万円（6億 3,829 万円） ▲ 5.3％ 繰入金
ローンの借入 88 万円（8億 8,330 万円） ▲ 1.7％ 町債
合　計 820 万円（82億 200 万円） 2.5％

会　計　区　分 令和２年度当初 令和元年度当初 増減率
一 般 会 計 82 億 200 万円 80 億 200 万円 2.5％

特

別

会

計

国民健康保険 15 億 7,630 万 9 千円 15 億 2,707 万 9 千円 3.2％
後期高齢者 4億 512 万２千円 3億 7,969 万 6 千円 6.7％
介 護 保 険 14 億 1,527 万 6 千円 14 億 1,189 万 8 千円 0.2％
老 健 施 設 3億 3,150 万円 3億 3,274 万円 ▲ 0.4％
下水道事業 4億 7,505 万 4 千円 5億 2,809 万 1 千円 ▲ 10.0％
集落排水事業 1億 40 万２千円 1億 5,178 万６千円 ▲ 33.9％
小　計 43 億 366 万３千円 43 億 3,129 万円 ▲ 0.6％

企業会計 町立長沼病院 11 億 9,514 万円 12 億 9,018 万 3 千円 ▲ 7.4％
合　　　　計 137 億 80 万 3千円 136 億 2,347 万３千円 0.6％
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